
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1863年６月４日、伊藤俊輔(博文)、井上聞多(馨)、遠藤謹助、野村弥吉(井上勝)、山尾庸三の長州

藩士5人が打ち首覚悟で国禁を犯して、横浜からイギリスヘ出航しました。 

ご存じ長州ファイブです。一行はロンドンにある大学 University College London(UCL)で学びま

すが、長州がイギリス、フランス、オランダ､アメリカの連合艦隊に砲撃を加えた(馬韓戦争)ことを

知り、海外の軍事力を知っている彼たちは危機感を募らせ、伊藤博文と 

井上馨はいてもたってもおられず急ぎ帰国します。二人は帰国後しばら 

く横浜に滞在、そして長州へ帰ります。その時降り立ったのが実は富海 

だったのです。その記念碑が右の写真です。 

この帰国がきっかけとなって、伊藤、井上は政治の世界へ進み、よく 

ご存じのように伊藤は初代総理大臣、井上は初代外務大臣となり、日本 

の新しい国づくりに奔走しました。残りの３人は約５年間イギリスで学 

び、帰国後遠藤謹助は造幣、井上勝は鉄道、山尾庸三は造船を始めとす 

る工学の分野でやはり新しい国造りに奔走しました。 

それから時代は下り、1993 年、UCL のほぼ中心地に長州ファイブの顕彰碑が建てられ、2003 年

には山口県にも顕彰碑が建てられました。当初は秋穂二島の 

山尾庸三の生家近くに建てられましたが、現在は新山口駅の 

新幹線口に移設されています。時をほぼ同じくして､イギリ 

ス大使館の庭にエリザベス女王自らが植えられたイングリッ 

シュオークの種子から育った苗木９本が長州ファイブのふる 

さと山口県にイギリス大使館から送られてきました。 

その一本が富海小中学校の校庭に植えてあるのです。それ 

は伊藤と井上が富海に最初に降り立つたからです。その木が右上の写真です。 

※山口日英協会会長 三浦房紀(山口大学名誉教授)より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出時の休憩場所として開設してい

ました「涼み処」は、9月29日をもっ

て終了しました。 

今年は特に暑かった 

せいか、利用される方が 

多くおられました。 

ご利用ありがとうございました。 

令和５年度富海地区文化祭が 11 月 5 日（日）に４年ぶ

りに富海公民館で行われます。 

前の週に富海小中学校の文化祭が行われますが、引き続

き富海公民館で行われる富海地区文化祭にも足を運んで

もらい、久しぶりの文化祭を盛り上げてもらいたいと願い

ます。   

詳細については、文化祭のチラシ等が配布されていると

思いますので、参考にしてください。 

10 月 15 日（日）に新川周辺の河川清掃が脇地区の人た

ち及び国道 2 号拡幅工事の関係企業の皆様 20 名、富海を

ホタルの里にする会の方々によって行われました。この清

掃は、ホタルの放流のときに富海小中学校児童が安全に放

流できるようにと、地域の方々のご配慮で行われるもので

す。多くの方々が参加されました。見違えるほどきれいに

なりました。感謝申し上げます。 

この河川清掃で、児童たちも安全に安心して放流するこ

とができます。ありがとうございました。 

これまでの「とのみんまなび～教室」第 1回と第 2回を振り返ってみます。 


